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し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
求
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
　
私
た
ち
の
職
場
の
課
題
の

改
善
に
は
、
国
政
や
地
方
行

政
へ
の
意
見
反
映
が
不
可
欠

で
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
や

職
場
は
政
治
と
無
関
係
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
働

く
者
の
声
を
国
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
総
選
挙
で
は
推

薦
・
支
援
す
る
候
補
者
の
必

勝
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
第
　
回
衆
議

49

院
選
挙
に
つ
い
て
、
比
例
代

表
を「
立
憲
民
主
党
」と
し
、

茨
城
県
選
挙
区
は
、
第
５
区

「
浅
野
さ
と
し
」、
第
６
区

「
青
山
や
ま
と
」を
推
薦
。
第

３
区「
か
じ
お
か
博
樹
」、
第

県
本
部
推
薦
・
支
援
候
補
の
必
勝
を

に
反
す
る
安
保
法
制
や
憲
法

改
正
な
ど
強
権
的
な
政
治
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　
発
足
し
た
新
内
閣
は
、
国

民
に
寄
り
添
い
、
新
し
い
資

本
主
義
、
新
自
由
主
義
か
ら

の
転
換
な
ど
と
い
い
な
が
ら

も
改
憲
へ
の
意
欲
を
見
せ
る

な
ど
実
質
安
倍
政
権
を
継
承

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
対
策
で

は
、
国
民
の
声
や
不
安
と
向

き
合
お
う
と
せ
ず
、
命
や
暮

ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
公
的
医
療
・
福
祉
、
保

健
所
な
ど
今
ま
で
切
り
捨
て

ら
れ
て
き
た
自
治
体
機
能
を

取
り
戻
し
、
だ
れ
も
が
安
心

第１回拡大闘争委員会
日時　10月22日（金）18：30～
場所　水戸市　自治労会館
内容　人事院・県人事委員会勧告について
　　　2021自治体確定闘争の推進について

わ
れ
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　
安
倍
、
菅
と
続
い
て
き
た

政
権
は
、
森
友
・
加
計
問

題
、
桜
を
見
る
会
な
ど
説
明

責
任
を
放
棄
し
、
平
和
主
義

　
岸
田
内
閣
が
発
足
し
た
も

の
の
予
定
し
て
い
た
時
期
よ

り
早
い
　
月
　
日
総
選
挙
実

１０

３１

施
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
自

治
体
職
場
は
急
な
対
応
に
追

自治労茨城県本部職員（書記）募集
2022年４月１日採用時期

正規職員（６ヶ月間は試用期間付採用）採用形態

自治労茨城県本部（水戸市桜川２－３－30）勤 務 先

労働組合に関する業務（一般事務）職 種

１人採用人数

18歳以上40歳未満
1981年（昭和56年）４月２日～2003年（平成15年）４月１日
生まれ

年 齢

高校卒業以上(word・excel使用可)・普通自動車免許資 格

自治労茨城県本部給与規程による（高卒154,900円（1－9）
大卒188,700円（1－29）調整手当６％加算
※職務経験により加算有り）
扶養手当・借家住居手当・時間外手当・通勤手当・行動手
当 5,000円
賞与：年２回・計4.3月分（※１年目は在籍期間による）
就業時間：８時30分～17時15分・休憩60分
　　　　　（※時間外 月10時間程度有）
週休２日制・土日祝日・年末年始・夏季休暇有

条 件

10月20日（水）締め切り（募集者数により中断有）募集期間

１次試験　書類選考結果通知11/１（月）
２次試験　筆記試験（一般教養・小論文）11/21（日）
３次試験　個人面接・集団討議12/17（金）

選 考

自治労茨城県本部　TEL 029－224－0206問 合 せ

７
区「
中
村
喜
四
郎
」を
支

援
、
第
２
区「
ふ
じ
た
幸
久
」

は
自
主
投
票
と
し
て
い
ま

す
。
　
持
続
す
る
安
心
社
会
の
実

現
に
向
け
、
県
本
部
の
推

薦
・
支
援
す
る
候
補
者
全
員

の
当
選
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

さらなる共済事業の活性化を
組合員代表者会議

私
た
ち
の
力
で
政
治
を
変
え
よ
う

　
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
て

い
る
自
治
労
共
済
推
進
本
部

茨
城
県
支
部
と
自
治
労
共
済

生
協
茨
城
県
支
部
主
催
に
よ

る
「
代
表
者
会
議
」
は
、
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
書
面
に
よ
る
審
議
と
な

り
ま
し
た
。

　
議
案
で
は
、
自
治
労
共
済

か
ら
事
業
報
告
お
よ
び
決
算

報
告
、
事
業
計
画
・
事
業
目

標
・
予
算
を
提
案
。
自
治
労

共
済
生
協
か
ら
は
、
事
業
報

告
・
事
業
計
画
と
県
支
部
運

営
に
つ
い
て
付
議
さ
れ
ま
し

た
。
　
書
面
審
議
の
結
果
は
、
す

べ
て
の
付
議
事
項
が「
賛
成
」

で
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
同
日
に
開
催

さ
れ
る
自
治
労
茨
城
県
本
部

推
進
委
員
会
「
単
組
代
表
者

会
議
」
も
、
今
年
度
は
書
面

に
よ
る
こ
と
と
し
、
各
単
組

か
ら
意
見
集
約
を
行
い
ま
し

た
。
　
意
見
で
は
、「
推
進
委
員

会
を
設
置
し
て
い
る
単
組
の

取
り
組
み
状
況
や
好
事
例
な

ど
の
情
報
共
有
を
」（
常
陸

大
宮
市
職
）、「
２
０
２
２
年

度
か
ら
適
用
開
始
さ
れ
る
改

正
団
体
生
命
共
済
制
度
の
総

合
的
理
解
と
２
０
２
２
年
３

月
退
職
者
か
ら
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
『
じ
ち
ろ
う
退
職

者
団
体
生
命
共
済
』
の
早
期

周
知
、
効
果
的
な
長
期
共
済

の
推
進
方
法
、
マ
イ
カ
ー
共

済
の
団
体
割
引
率
拡
大
に
つ

い
て
」（
県
職
連
合
）
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
本
部
で
は
、
今
後
、
自

治
労
共
済
推
進
本
部
茨
城
県

支
部
と
と
も
に
、
改
正
団
体

生
命
共
済
の
単
組
役
職
員
向

け
の
制
度
説
明
会
や
研
修
会

を
開
き
、
相
互
に
制
度
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
す
。（
2

0
2
1
年
　
月
　
日
開
催
）

１０

２６

　
ま
た
、
共
済
推
進
委
員
会

が
未
設
置
の
単
組
で
は
委
員

会
設
置
の
追
求
、
委
員
会
が

設
置
済
み
の
単
組
で
は
、
委

員
会
を
さ
ら
に
活
用
し
効
果

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
引
き
続
き
自
治
労
共
済
事

業
の
情
報
共
有
と
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
、
単
組
と
と
も

に
共
済
事
業
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
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掛金体系の変更

　こくみん共済coop〈全労済〉のマイカー共済では「地域掛金」
「職域掛金」の２系統の掛金体系を使用していました。地域にある
こくみん共済coopの窓口（共済ショップ）で加入すると「地域掛
金」が適用され、じちろう共済のように職域団体を経由して加入す
ると「職域掛金」が適用されています。
　2021年11月制度改定では、将来にわたる安定的な補償の提供を
目的に「保有契約全体」の収支状況に応じて損害率を算出すること
とし、全ての補償種目および特約ごとに、掛金設定方法が見直され
ます。それにより、地域掛金・職域掛金の区分が廃止され、加入経
路にかかわらず、全ての契約について「共通掛金」が適用されるこ
ととなりました。

団体割引率の変更

　これまで「職域掛金」は「地域掛金」に比べて概ね10％ほど安価
*1でした。
　これを「共通掛金」に統一し、最新の収支状況等を反映して掛金
の再計算を行ったところ、「共通掛金」はそれまでの「地域掛金」
と比べて「ほぼ横ばい」の掛金となりました。しかし、そのままで
は比較的安価な職域掛金が適用されていた職域契約の掛金が引き上
がることとなります。こくみん共済coopは職域の契約者への不利益
が極力生じないようにするため、自治労共済推進本部などの申し入
れも受け、じちろうマイカー共済の団体割引率を変更することで、
じちろうマイカー共済の掛金に大きな変動が生じないよう対応する
ことにしました。
　これらのことから、じちろうマイカー共済の団体割引は、従前の
「職域掛金に対して団体割引率15％」から「共通掛金に対して団体
割引率32.5％*2」に変更されます。

*1 全ての契約掛金をおしなべて比較した場合です（車種や特約の付帯状況
などにより異なります）。

*2 団体割引は、車種や補償内容により割引率が異なる場合があります。ま
た、毎年11月時点の実績により変動することがあります。

その他の改定

○ 賠償条項における被共済者範囲の拡大
○ 人身傷害補償損害額基準の見直し
○「新規運転免許取得者の賠償損害特約」の範囲を拡大
○「車両入替時の自動補償」の見直し
○「対物賠償の費用共済金」の拡大

詳しくは、所属組合または県支部へお問い合わせください。

2021年11月、こくみん共済coop〈全労済〉マイカー共
済制度改定が実施されます。それに伴い、じちろうマイ
カー共済の団体割引率も変更されます。

地域掛金

共通掛金

地域掛金
職域掛金
じちろう
マイカー共済
　など

一本化

共通掛金

職域掛金

改定後

じちろうマイカー共済
掛金

じちろうマイカー共済
掛金

15％
割引

32.5％
割引

じちろ
う

マイカ
ー

共済

2021年11月

制度改定

11～12月
成約キャンペーン
実施します


